
子ども食堂への支援（福島県・あだたら青い空）
　毎回、高校生やボランティアさんなど多くの方に協力頂き子ども食堂を開
催しています。参加者からは「子どもが家でも手伝うようになりました」、「育
児について他のお母さんと話ができ、助かっています」などの声を頂いてい
ます。「子ども自身が創造するこども食堂」として、子どもたちと大人が話し
合い、メニューや活動内容を決めて実施するものにしたいと考えています。

近年の社会課題として、社会からの孤立や孤独の状態にある人々が増加するとともに、社会的孤立がもたら
す孤独死、自殺の問題をはじめ、不登校やひきこもり、経済的困窮や虐待、DVなどの問題が顕在化していま
す。共同募金会では、こうした全国的な課題の解決を図るために、全国共通テーマとして「地域から孤立をな
くそう～みんなが社会の一員として包み支えあうしくみづくり～」を
展開し、地域から孤立をなくすための活動を重点的に支援します。

　令和元年度（第73回）の共同募金運動が、本日10月
1日（火）から全国一斉にスタートします。
　来年3月31日までの6か月の運動期間を通じて、
各地域の福祉団体、ボランティア団体からの申請を
基にした助成計画を達成するために、全国で193億
2,933万円を目標額として、募金運動を展開します。

2019（令和元）年10月1日

赤い羽根共同募金運動が
始まります！

今年度運動のトピックス 
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災害ボランティアセンターへの支援
　平成30年度は、6月に発生した大阪府北部地震、7月に発生した豪雨災害、
9月に発生した台風21号と北海道胆振東部地震など、多くの災害に見舞わ
れ、各地で大きな被害が生じました。
　被災地に設置された70か所の災害ボランティアセンターの立ち上げ資金
や運営支援として、10県の共同募金会では合計約2億5,500万円の災害等準
備金を助成しました。
　全国各地で、毎年多くのみなさんにご協力いただいている赤い羽根共同募
金から積み立てられる「災害等準備金」が、被災地での災害ボランティア活動
を支えます。

佐賀県を中心に被害をもたらした「令和元年8月の前線に伴う大雨による災害」、千葉県において停電等甚大な
被害が発生した「令和元年台風第15号災害」など、今年も各地で大雨、台風などの大規模災害が生じています。
共同募金会では、災害ボランティア活動等を支援するため「災害等準備金」の積み立て・助成を行っています。
大規模な災害が発生した際、都道府県域を超えて全国の共同募金会が災害等準備金を拠出し、被災地に設置
された災害ボランティアセンターを通じて被災者を支援します。
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■ 令和元年度（第73回）共同募金運動

実施期間

メインテーマ

実施主体

募金目標額

令和元年10月1日（火）～
令和2年3月31日（火）

じぶんの町を良くするしくみ。

▶

▶

▶

▶

各都道府県共同募金会

193億 2,933万円



赤い羽根共同募金の

使いみち

社会福祉法人　中央共同募金会　

電話　　　03-3581-3846　　FAX　03-3581-5755
Eメール　info@c.akaihane.or.jp　
WEB　 　https://www.akaihane.or.jp

問合せ先

　50世帯ほどの小地域において、住宅地図を活用

した手作りマップを作成してます。参加した住民の

方からは「地域の課題に気づき、行動するための意

識づけの機会になった」という感想を頂くこともあ

ります。住民自身が地域の状況を把握することで、

地域内の危険個所を整備し、除雪の応援や見守り活

動など様々な地域活動が取り組まれるようになり

ました。

　DV被害女性とその子どもへの心理的ケア「びー

らぶプログラム」を提供しています。一人でも多く

の方に、このプログラムを届けたいと願い、インス

トラクターの養成を目的に一連の講座を開催した

ところ、新たに19名のインストラクターが誕生し

ました。これからも安心で安全な地域社会を目指

し、偏見や差別、いじめのない社会の構築に努めて

まいります。

　弱視難聴の盲ろう者は視力や聴力の低下により、

コミュニケーション手段が難しく、社会で生活をす

るには大変厳しい状況にあります。生活訓練事業の

一環として実施した、手のひら書きの訓練では、互

いの手のひらにひらがなとカタカナを書き、会話を

することができまし

た。盲ろう者が抱える

生活への不安を少しで

も和らげることができ

ればと考えています。

　サッカー少年団及び小・中学生延べ385人の参加

者で、障がい者サッカー体験会を実施しました。ア

イマスクを使いボールを蹴ること、アンプティサッ

カー等を体験してもらい、子どもたちからは「難し

い、でも楽しい」「自分たちもがんばりたい」などの

感想を得ることができました。笑顔で取り組む姿を

見受けられ、継続的に

開催していきたいと

思います。

● ふれあい支え合いマップづくり

● 盲ろう者のための生活訓練事業

● 障がい者サッカー体験

千葉県　NPO法人千葉盲ろう者友の会

新潟県　上越市社会福祉協議会

● DV被害女性支援者講座

秋田県　びーらぶ秋田

静岡県　静岡FIDサッカー連盟

平成
30年度


